
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
８
０
回 

 

三
井
寺
、
熊
野
修
験
奥
駈
行
終
了
後
の
行
仙
宿
点
検
と
補
給
路
段
差
改
修 

 

◇
実
施
日 

５
月
２
２
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
名 

  

三
井
寺
と
熊
野
修
験
の
順
峰
奥
駈
行
が
終
了
し
、
行
仙
宿
小
屋
の
状
態
や
幟 

の
濡
れ
、
ス
ト
ー
ブ
の
雨
漏
り
な
ど
が
気
に
な
り
、
梶
野
君
と
二
人
で
出
向
く 

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

午
前
１
０
時
前
に
補
給
路
登
山
口
に
着
い
た
が
、
熊
野
修
験
サ
ポ
ー
ト
隊
の 

車
は
姿
が
無
く
、
早
々
に
前
鬼
へ
移
動
し
た
よ
う
だ
。
南
側
に
一
台
の
車
が
停 

ま
っ
て
い
た
が
笠
捨
山
日
帰
り
の
登
山
者
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

幟
を
天
日
干
し 

 
 
 

 
 

板
を
切
る 

行
仙
宿
小
屋
に
着
く
と
一
人
の
登
山
者
が
横
に
な
っ
て
い
た
。
吉
野
か
ら
の
縦 

走
者
で
「
大
変
疲
れ
た
の
で
、
今
日
一
日
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
す
る
」
と
の
こ
と 

だ
っ
た
。 

 

梶
野
君
は
前
回
の
続
き
で
、
小
屋
南
側
の
間
伐
材
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
整
理 

す
る
。
作
業
前
に
お
堂
に
収
納
さ
れ
て
い
た
幟
を
全
部
出
し
て
、
日
当
た
り
の 

良
い
場
所
に
並
べ
て
天
日
干
し
を
す
る
。
前
日
の
小
雨
で
ま
だ
少
し
湿
り
気
が 

残
っ
て
い
た
。
小
屋
と
管
理
棟
を
見
回
る
が
、
熊
野
修
験
サ
ポ
ー
ト
隊
の
皆
さ 

ん
の
手
で
き
れ
い
に
整
理
・
清
掃
さ
れ
て
い
た
の
で
、
手
を
加
え
る
こ
と
は
無 

か
っ
た
。 

 
 

 
 

     

マ
キ
用
に
玉
切
り 

 
 

 

補
修
個
所
に
小
石
を
敷
く 

 
 

段
差
を
新
設 

 

２
０
日
に
煙
突
の
隙
間
を
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
だ
の
で
、
ス
ト
ー
ブ
内
に
水
は 

入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
の
量
の
灰
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
全
て
掻
き
出 

し
て
底
が
見
え
る
よ
う
に
し
た
。 

今
日
は
、
２
１
番
鉄
塔
付
近
の
小
石
を
採
取
し
て
改
修
し
た
補
給
路
に
敷
く
作 

業
と
、
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
下
の
段
差
改
修
作
業
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
早
め 

の
昼
食
を
済
ま
せ
小
屋
を
後
に
す
る
。
梶
野
君
は
倉
庫
か
ら
二
輪
車
と
土
の
う 



袋
を
持
ち
出
し
、
こ
れ
で
運
ん
で
み
る
と
い
う
。
小
石
を
採
取
す
る
場
所
に
着 

い
た
が
、
袋
に
小
石
を
入
れ
る
の
に
時
間
が
掛
か
り
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋 

を
２
輪
車
に
載
せ
て
下
り
だ
す
が
、
段
差
が
大
き
い
の
と
、
道
幅
が
狭
い
の
と 

で
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
結
局
途
中
か
ら
肩
に
担
い
で
現 

場
ま
で
運
ん
だ
。
２
往
復
し
て
４
ｍ
位
に
小
石
を
敷
き
終
え
た
。
こ
の
作
業
は 

行
仙
宿
訪
問
の
都
度
、
し
ば
ら
く
続
け
る
必
要
が
あ
る
。 

 

続
い
て
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
下
の
段
差
、
４
段
の
改
修
に
取
り
掛
か
る
。
こ
の 

部
分
は
谷
側
の
崩
れ
方
が
激
し
く
、
以
前
の
段
差
が
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
い 

た
。
谷
側
の
桟
木
を
取
り
替
え
て
確
実
な
土
留
を
作
る
。
直
径
１
０
㎝
位
の
間 

伐
材
を
く
い
丸
を
使
っ
て
上
下
を
固
定
し
、
２
段
の
土
留
を
作
っ
た
。
足
場
が 

悪
く
、
く
い
丸
を
打
ち
込
む
の
に
も
一
苦
労
、
な
ん
と
か
し
っ
か
り
し
た
土
留 

が
出
来
、
段
差
の
新
設
に
取
り
掛
か
る
。
山
側
を
削
っ
て
道
幅
６
０
㎝
を
確
保 

し
た
。 

 
 

 
 

 

小
石
を
敷
く 

 
 
 
 

４
段
が
完
成 

 
 
 

 
 
 

登
山
口
で
製
材 

 

一
時
間
ほ
ど
で
４
段
の
新
し
い
階
段
が
完
成
し
た
。
補
給
路
も
改
修
が
必
要 

な
個
所
が
目
立
っ
て
き
た
。
改
修
工
事
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 10

：00

補
給
路
登
山
口
→10

：45

行
仙
宿
→13

：00

補
給
路
補
修
個
所
→13

：

13

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点14

：24

→14

：35

補
給
路
登
山
口 

 


